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研究成果の概要 

 

課題１：マウス頭頂葉の RL 野について、視覚に対して網膜座標が、体性感覚に対してはヒゲ

の座標系が存在することを見出した。さらに両者の座標系がほぼ一致することを見出した。さら

に、RL 野の大部分の細胞は視覚刺激かヒゲ刺激の片方だけに反応するが、視覚刺激にのみ

反応するニューロンも、視覚刺激とヒゲ刺激を同時に与えると反応が増強することが観察され

た。 

課題２：マウス側頭葉のTEa/36野の前部は大きな上方にある刺激刺激に、後部は小さな下方

にある視覚刺激に応答することを見出した。さらに、TEa/36の前部は扁桃体・線条体のうち負

の価値を符号化する場所に投射を送り、後部は扁桃体・線条体のうち正の価値を符号化する

場所に投射を送っていることを見出した。 

課題３：生後 5日で、頭頂葉の RL野には活発な自発活動が観察されるが、この自発活動が他

の視覚野の活動と相関を示し、同じ網膜座標系の場所が同期活動を示すことを見出した。さら

に、同時期に同じ RL 野にバレル野の活動と同期した活動も現れることを見出し、バレル座標

系で同じ場所が同期活動を示すことを見出した。さらに、これらの視覚野およびバレル野と相

関した自発活動の座標系がほぼ一致することを見出した。  

課題５：神経活動データを正準神経回路モデルにフィットさせ、実験初期の活動データから生成モ

デルおよび変分自由エネルギーをリバースエンジニアリングする手法を、多感覚の座標変換・統合

モデルに拡張する方法を研究した。 

課題６：同手法を本計画で取得するデータに適用するための予備解析として、ラット大脳皮質由来

の培養神経回路の活動データに適用し、多点の刺激電極からのパターン刺激を長期間入力した

ときにどのような刺激依存シナプス可塑性が起きるかを自由エネルギー原理に基づき定量的に予

測できることを示した。 

 


